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協会だより発行にあたって 

本年より例会案内のハガキとは別に、この「協会だより」を年に数回発行し、例会の詳しい情報や見どころ

などをお伝えし、興味を持っていただけるようにしました。また「会員の皆様からの身近なニュース」や「お

知らせ」コーナーをもうけ、会員の交流も図りたいと思います。情報をお待ちしています。(会長 山田洋三) 
 

     5～7 月行事の見どころ         アンネのバラ 

●５月１４日（土） 剣谷湿原と新たな湿地観察会 

鷲林寺から観音谷を川沿いに上り（せせらぎコース）、奥池のバス停まで歩きます。 

「西宮の自然を歩く １４コース」の本にあるコース８（Ｐ48）を今回はアレン

ジしています。途中にある剣谷湿原での観察はもちろんですが、さらに、ほとんど

知られていない湿原（湿地）に案内します。どんな植物や昆虫などの生き物に出会

えるかわかりません。お楽しみに！ みんなで調査しましょう！ ただ、湿地まで

は少し藪漕ぎします。はぐれないようにまとまって歩きましょう。そして、奥池で

時間と体力があれば、奥池を１周したいと思っています。今回、期待できそうな植

物は、ウラシマソウ、タニウツギ、ギンラン、ベニドウダン、ギンリョウソウ、カ

ワラサイコなど・・・です。 

                     

ギンラン 

 

**トイレは出発の鷲林寺と最後の奥池バス停近 

くにありますが、コース途中にはありません。** 
 

ベニドウダン        ギンリョウソウ 

 

●6 月 18 日(土) 須磨海浜水族園見学 

 リニューアルされた水族園に行きます。職員さんのご

厚意(普通は有料です)でバックヤードツアーを行います。

普段見ることのできない水槽の裏側では何が行われてい

るのでしょう。主な見学場所は（1）大水槽の裏側(大き

な水槽の管理)はどうしているのでしょう)、（2）.調餌室

(いろいろな生き物がいます。どのように対応する餌を作

っているのでしょう)、（3）濾過槽(大きな水槽やたくさ

んある水槽の水がどのように循環され、まわされている

のかを見ましょう)です。普段疑問に思っていることが少しでも解決できるかも・・・。 

バックヤードを見た後はせっかく行った水族園です。大いに楽しみましょう。 
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●７月２日(土) 甲山周辺のキノコの観察 

アカダマキヌガサタケ 

 私たちが観察会の時にお話ししていたキヌガサタケはアカダマキヌガサタケが正

式名称のようです(キノコクラブＯＢ会)。どこが違うかというと、（1）レースのス

カートが少し短い、（2）スカートが小ぶり、（3）.溶菌の卵の色が濃いえんじ色に近

い、の 3 点がキヌガサタケとちがうようです。今回はキノコの場所に立ち入るのは、

保護のため取りやめにしました。外から観察したいと思います。ご了解ください。 

 丁度雨季のシーズン、キノコの活動が活発です。多くのキノコが出ているのでは

と想像します。キノコの観察は傘、傘の裏、茎などがポイントです。似たキノコも

たくさんあるのでよく観察しましょう。 

下の写真はこの頃に見られるキノコです(いずれも 7 月に甲山周辺で撮影したものです)。 

    

キツネノハナガサ      テングタケ      ヘビキノコモドキ     ヒナアンズタケ 

 

●７月23 日(土) 夙川観察会 

 「西宮自然教室」という位置づけで一般参加の小学生とその保護者を中心

に、夙川の川の中の生き物を観察します。毎年ホタルの餌になるカワニナや、

トンボのヤゴが数種類観察できます。時にはミズカマキリやアメンボ、エビ

などもいますよ。普段川に入る機会のない大人も楽しめます。ぜひ童心に帰

って楽しんでください。一緒に川原の植物も観察します。川には陸とは違う

植物もありますので違いを見てください。多くのハグロトンボが飛んでいま

す。そのヤゴはどんな形をしているでしょう？ 

 川に入って濡れても良い服装や着替え、運動靴などが必要

です。水に入らず上から子ども達の採るヤゴなどを見るのも

いいかも。（写真は昨年の観察会の様子です） 

 

 

                                    

                  お知らせ  
ホームページについて 

http://nisinomiyasizen.jimdo.com/ 

例会行事や関係団体からのお知らせ、西宮の自然 

を紹介しています。トップページは毎月素敵な写 

真に更新していますので是非見てください。「西宮 

自然カレンダー2016」もダウンロードできます。 

 【カレンダーの見方】 

ヤフー・グーグル→西宮自然保護協会の HP→ 

「西宮自然カレンダー」→ダウンロード 

会員の皆様へお願い 昆虫担当：神吉正雄から   

蝶が舞う春です。そこで、お願いです！！ 

昨年の秋に、環境省絶滅危惧ⅠＢランクの 

“ツマグロキチョウ”が関西でかなり発生し、 

西宮市内でも広く見られました。越冬し、4  

月から再び飛び始めるので探しています。見 

かけたら連絡ください。090-1714-2065 

特徴：キチョウと似るが後翅の裏に２本の線 

条模様がある。林の近くの草原等に多い。 
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